









た論理展開である D 今例をいわゆる戦前版および中間版に採れば， r大論
理学』存在論の第三編・度量篇本文は423 箇の文から成るが，そのうちの
注釈への言及等を除く 420 箇の文に対応して『探究』の421 箇の節があるの


















の対応が把握しやすい。 234 節は次の通りである o
234 しかしわれわれは次のようにも計算できないか，すなわち(全
員が一致する等)計算しながら，各段階で魔法をかけられたかのよ
うに規則に導かれている感じをもっ to have a feling of being guide by 








いにも，他の多くのばあいと同様に，みえない手に導かれて led by an 
invisible hand ，彼の意図のなかにまったくなかった目的を推進するよ












男女の愛情の葛藤が， AB および CD という 2つの化合物の接近によ
るAD および BC の二重の組み替えプログラムになぞらえて暗示され
るo (木村直司執筆)
下線部を引いた「自然現象の背後に予感される隠れた力」をスミスの「見








性stez 伶 che Bestimtheit を本質的に他者への関係のうちにもつから
である o
ところで『探究』に謂う Physiognue は一般に「人相術」と訳されてヘ
























きことなのだろうか? そうではない。 235 節は人相術のように「外観j
にとどまってしまうことを警戒するが，本質的なものとしての「他者への

























化学について説くのをうけて，ハロゲンの一族を図示してみよう o O. Ne 
は後述の参考である O
76 
ハロゲン(第 17 族)の原子半径 (A)
16 17 18 
o (0.73) F (0. 72) Ne (0.7 1) 
Cl (0.9) 
Br (1 .14) 
第17 族とは，例えば原子半径がさまざまな諸々の原子から成る一族である













『哲学探究J をどう読むか(ー) 7 
周期 Periode 間隔
Na ←ー→ F 計算結果 ‘一一→ 計算 l
Na z 
ー Cl 計算結果 ‘ 計算 2












Na との結合を原子半径だけに求めるならば， F とCl や Br との差異が，
o (原子半径 0.73) や Ne (原子半径 0.71) との差異よりも大きいことが
説明できない。つまり Na のハロゲンとの結合すなわち「特殊的な関係」
はなるほど「量に結びつけられ」てのことだが，ただ「単に個々の他者へ










































的差異 des di 宜的nces phoniques が現われる一ーそのはなはだしさは，
ほかのばあいならば別の語を区別させるほどである(参照， pome 
[p:>mJ とpaume [po: mJ ， etc.) 0 CW 講義J p. 15 1) 
同様の例を日本語に求めれば， I三愛J I三枚J I三倍j 等の「三」が挙げ
られよう。それぞれの「三」は音標文字では「三愛 [s aN JJ ・「三枚 [samJ
. I三倍 [sabJ と表わされるから，私が「三愛J I三枚J I三倍」と連発
すれば， IそのつどJI言い場所によってはなはだしい音的差異が現われ
る」はずである O 実際外国人の日本語学習者の中には，異なる音を聞き分
ける者もいる O けれども一般の日本人にとっては，三はあくまで三である O
つまり 234 節で

































同じ表現 ←ー→ Mesieurs! 1 「三」 ‘一一→ saN 
同じ表現 4 - Mesieurs! 2 「三J ‘ • sam 

















三」であった。換言すれば， r三愛 [s aN J であろうが「三枚 [samJ で















































マクダウェルは『心と世界.] p.27 で次のように述べる o 上述のごとく，
本稿の関心は同書が『探究』をいかに採り上げるかにあるゆえ，原文のま
ま掲載する o
I曲ld it helpful in this cone 世on to reflect on a remak of Witgen-
stein's: 旬Th en we say ， and me αn，也at such-and-such is the case ， we
- and our meanig - do not stop anywher short of 仕le fact; but 
we mean: this - is - so." Witgenstein calls 仕lI s a pardox.τnat is 
becaus ， especialy in conjunction wi 血 the fact 吐mt “thought can be of 
what is not 血 case" ，it can promt a reaction in whic our minds bog-
gle over what sem a miraculous power of 仕由lking in 仕le most gen-
84 
eral sense ， in this case meanig what one says ， to “catch reality in its 
net". But Witgenstein also says ， righ t1 y， th 拭 the remak “has 出e
form of 廿uism'¥
付された脚注 }-3 は次である O
}. Philosophic α1 Investigi αtions ， 3 95. 
2. 3 95 con 出1U es: “But 出is pardox (which has the form of 廿u-
ism) can also be expresed in 白is way: Th ought can be of what is not 
the case." 
3. Se PhilosoPhical Investigations ， 3429 :“ How was it posible for 
出ought to deal wi 白 出e very object 佑elf? We feel as if by means of it 
we had caught reality in our ne t." 
本稿冒頭述べたように， r探究』各節と『大論理学』各文の一々的な対
応、とそこに見える『探究』の一貫した論理展開，これが本稿の立場である
からには， 95 節と 428 節という相互に遠く離れた両節を無造作に関連させ




95. “Denk mus etwas Einzigartiges sein." Wen wir sagen ， meine ， 
das es sich so und so verhalt ， so halten wir mit dem ， was wir 
mein ， nicht irgendwo vor der Tatsache: sondem mein ， das -
das und das - so und so - ist. Man kan aber dieses Pardox 
(welches ja die Form einer Selbstverstandlichkeit hat) auch so aus 四






ある o 一一しかし， ひとは， このようなパラドクス (それはまさに
自明性という形式をもっている)を次のようにも表現することがで
きる o ひとは与えられた事態でないことを考えることができる， とO
(藤本隆志訳)
428. “Der Gedank ， dieses seltsame Wesn" - aber er komt uns 
nicht seltsam vor ， wen wir denk. Der Gedank komt uns nicht 
gehimnisvol vor ， wahrend wir denk ， sondem nur ， wen wir 
gleichsam re 廿ospek 世v sagen: 句 Tie w; 町 das moglich?" Wie war es 
m りglich ，das der Gedank von diesm Gegnstad selbst handelte? 
Es scheint uns ， a1 s haten wir mit ihm die Realitat eingefangen. 








94. 'DerSa 也， ein merkwudigs Ding!' : darin liegt schon die Sublimier-
ung der ganze Darstelung. Die Tendz ， ein reines Mi 悦 lwesn
anzuehm zwischen dem Satzeichen und den Tatsachen. Oder 
auch ， das Sa 也氏ichen selber reinigen ， sublimern ， zu wolen. 一
Den ， das es nut gewohnlicen Dinge zugeht ， das zu sehn ， ver-
hindem uns auf manigfache Weis unser Ausdrckfomen ， in-
dem sie uns aぱ也e J agd nach Chimaren schicken. 








すると 94 節と 428 節との聞には， r思想，この奇妙なものJ (94 節) :く命







おいて，冒頭の表現は現われる。 94 節と 428 節との対照をこのように捉え
れば，マクダウェルが95 節と 428 節とに「一致」を見ることもあながち的
外れとは言えないように思われる。 95 節の「思考とは何か独特なものでな
くてはならない」は94 節く命題，この不思議なもの 1> の別表現と見るこ
とができ (einzigar 甘g とmerkwudig) ，つまり「ひとは与えられた事態でない
ことを考えることができる」と続けることで「思想，この奇妙なもの」の
「キマイラ」である所以を説くのが95 節であるO そして実は428 節も同様の
展開を示し， 429 節は次のように説かれる。
429. Die Ub ereins 甘rnmug ，Hanoie ， von Gedank und Wirklichkeit 
liegt darin ， das ， wen ich falschlich sage ， etwas sei rot ， es doch 
加unerhin nicht rot is t. Und wen ich jemandem das Wort “rot" 













かつてくる O まず『探究』と『大論理学』との対応関係に徴すれば， 95 節
と428 節とでは当然ながら『大論理学』における論理の展開は異なってく
るO 本稿冒頭に触れたごとく， 95 節は戦前版に属するからそれに対応する
のは度量編であり，詳しくは「特有の定量J 章 iB 特有化された度量J の
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